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1回目 2回目 3回目 4回目
実習指導Ⅰ① 実習指導Ⅰ⑭ 実習指導Ⅱ① 実習指導Ⅱ⑭
2年目
5回目 6回目 7回目 8回目
実習指導Ⅲ① 実習指導Ⅲ⑭ 実習指導Ⅳ② 演習Ⅲ⑫⑬
※○の数字は授業回数を示す。















































1 指導を受ける際に、情報収集や基礎知識の確認などの準備を身につけるための努力ができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 学習や自主活動の進め方を自分自身の判断で決定できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 講義や会話等のポイントを記録できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 事実と自分の意見を区別して記録できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 自分の意見を整理し、言葉で表現できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 社会の問題に関心をもつことができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 現状から問題を発見できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 問題意識をもって学習にのぞむことができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 文献や資料を収集するために図書館等を活用できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 社会福祉問題に関する文献・資料等を集めることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 自分の関心や学習課題を深め、より高い研究課題に結びつけることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 自分の関心領域を明らかにするために行動できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○








14 プレゼンテーションを的確にすることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 時間厳守で行動できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 自分の性格を理解できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 自分の行動傾向を理解できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 自分のストレスを解消できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 心身ともに適切な状態を維持できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 困難な状況に耐えることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
21 自分を変革していくために努力できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 自分の行動に責任をもつことができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
23 同じ失敗を繰り返さず行動できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
24 自分が他者に与える影響を理解できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
25 相手の状況を汲んで行動できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 誰とでも協調性をもって接することができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
27 周囲の人と円滑な人間関係を築くことができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
28 適切な（相手・場面・時に応じた）身なりができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
29 適切な（相手・場面・時に応じた）あいさつができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 適切な（相手・場面・時に応じた）自己紹介ができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
31 適切な（相手・場面・時に応じた）文章のやりとりができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
32 適切な（相手・場面・時に応じた）話し方ができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
33 様々な体験を自分なりに受け止めることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
34 様々な体験を自らの行動につなげることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
価
値
35 利用者の人権尊重の具体的方法（権利擁護、苦情解決）を説明できる ○ ○ ○ ○
36 ソーシャルワーカーとしての価値観や行動の基準を身につけるための努力ができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
37 支援やサービスの意義は個々の利用者によって異なることを説明できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
38 受けとめにくい利用者の言動・話題・行動・状況・場面などに、自分なりに向き合うことができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
39 利用者の人間性や尊厳を重視した関わりを追求することができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
40 利用者が追求している生き方や自己実現の方向性について考えることができる ○ ○ ○ ○
41 その人らしい生活に必要な支援の意義について考えることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
42 支援が利用者の人間形成や成長、自己実現にもたらす意味を考えることができる ○ ○ ○ ○
知
識
43 社会全体のニーズと社会問題を説明できる ○ ○ ○ ○ ○
44 ソーシャルワークの専門性を説明できる ○ ○ ○ ○ ○ ○
45 ソーシャルワーク実践とケアワーク実践、保育実践等との違いを説明できる ○ ○ ○ ○
46 他職種とその役割・業務を説明できる ○ ○ ○ ○
47 チームアプローチの方法を説明できる ○ ○ ○ ○
48 社会福祉施設・機関の制度的成り立ちを説明できる ○ ○ ○ ○ ○
49 社会福祉施設・機関に関する統計的情報を説明できる ○ ○
50 社会福祉施設・機関における社会福祉専門職の担う職務を説明できる ○ ○ ○ ○ ○
51 社会福祉施設・機関での援助に必要な知識を説明できる ○ ○ ○ ○ ○
52 社会福祉施設・機関での実践方法（相談援助・ケアマネジメント・介護・保育・ネットワーキングなど）を説明できる ○ ○ ○ ○
53 実習でかかわる施設・機関・地域・団体等の課題を説明できる ○ ○ ○ ○ ○
54 実習でかかわる制度上の課題や問題点を説明できる ○ ○ ○ ○
55 支援の根拠となる法律について説明できる ○ ○ ○ ○ ○
56 実習でかかわる地域の特性（歴史、文化、人口動態、社会資源、住民福祉活動など）を説明できる ○ ○ ○ ○ ○ ○
57 実習でかかわる社会資源の状況（インフォーマルなものを含む）について説明できる ○ ○ ○ ○ ○




















































59 面接において人の話を傾聴することができる ○ ○
60 面接において感情を的確に返すことができる ○ ○
61 面接において要約の技法を使うことができる ○ ○
62 面接において質問を的確にすることができる ○ ○
63 利用者のニーズをアセスメントできる ○ ○
64 利用者の家族のニーズをアセスメントできる ○ ○
65 ケースに関する事実を客観的・主観的の両側面からとらえることができる ○ ○ ○ ○






67 守秘義務を守ることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
68 倫理的な行動をとることができる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
69 自己覚知に向けて努力できる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
70 利用者を的確に観察できる ○ ○
71 個々の利用者に応じた援助を実践できる ○ ○
72 専門的な立場から自分の援助（支援） を振り返ることができる ○ ○
73 自分の実践結果を適切に評価できる ○ ○
74 ソーシャルワークに関する理論を用いて実践できる ○
75 グループ理論に基づいた専門職としての役割を果たすことができる ○ ○
76 援助計画に基づいて実践できる ○
77 地域の福祉課題に応じて企画・立案できる ○







能力」は 1回目 40.77、2回目 44.79、3回目 45.05、4回





「社会的能力」は 1回目 76.24、2回目 78.62、3回目







「価値」は 1回目 24.58、2回目 26.51、3回目 27.02、4








1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目 多重比較
基本的学習能力 40.77 44.79 45.05 47.13 44.97 45.36 45.85 46.46
1＜2, 3, 4, 5, 6, 7, 8*
（n＝39） 8.203 7.072 7.518 7.794 7.489 7.965 9.109 9.632
社会的能力 76.24 78.62 78.97 79.38 76.88 77.68 80.12 80.94
1＜8*
（n＝34） 12.378 11.96 12.532 11.876 13.904 12.853 14.453 14.608
価値 24.58 26.51 27.02 27.04 26.07 26.36 28.49 28.91
1＜3, 4, 7, 8*
（n＝45） 5.903 5.242 4.24 5.261 5.553 6.267 5.303 6.431
知識 32.92 40.89 40.76 45.54 42.14 42.43 49.89 49.97
1＜2, 3, 4, 5, 6, 7, 8*
（n＝37） 8.983 10.426 9.406 9.146 9.781 9.239 11.669 11.312
技能 21.16 23.63 23.42 25.08 22.89 22.37 25.26 26.00
1＜2, 4, 7, 8*
（n＝38） 6.061 6.651 6.163 5.01 5.862 6.78 6.864 7.548
実践的能力 33.17 36.10 36.03 35.27 34.47 34.13 36.97 38.70
1＜7, 8*









「知識」は 1回目 32.92、2回目 40.89、3回目 40.76、4








「技能」は 1回目 21.16、2回目 23.63、3回目 23.42、4








「実践的能力」は 1回目 33.17、2回目 36.10、3回目































































表 4 「基本的学習能力」の 4回目と 5回目の比較
4回目 5回目
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
1 指導を受ける際に、情報収集や基礎知識の確認などの準備を身につけるための努力ができる 3.41 0.938 3.18 0.914
2 学習や自主活動の進め方を自分自身の判断で決定できる 3.59 0.751 3.54 0.822
3 講義や会話等のポイントを記録できる 3.74 0.910 3.67 0.869
4 事実と自分の意見を区別して記録できる 3.72 0.826 3.82 0.823
5 自分の意見を整理し、言葉で表現できる 3.69 0.863 3.49 0.885
6 社会の問題に関心をもつことができる 3.87 0.767 3.87 0.767
7 現状から問題を発見できる 3.56 0.940 3.41 0.785
8 問題意識をもって学習にのぞむことができる 3.74 0.880 3.72 0.759
9 文献や資料を収集するために図書館等を活用できる 4.05 0.724 3.64 1.063
10 社会福祉問題に関する文献・資料等を集めることができる 3.67 0.806 3.36 1.013
11 自分の関心や学習課題を深め、より高い研究課題に結びつけることができる 3.23 0.810 2.92 0.807
12 自分の関心領域を明らかにするために行動できる 3.44 1.119 3.05 0.944
13 自分の関心や課題にそった自主的活動（サークル、ボランティア、地域活動）を行うことができる 3.41 1.117 3.31 1.151
表 5 「社会的能力」の 4回目と 5回目の比較
4回目 5回目
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
14 プレゼンテーションを的確にすることができる 3.03 1.029 2.71 0.938
15 時間厳守で行動できる 4.15 1.077 4.21 1.067
16 自分の性格を理解できる 4.03 1.029 4.06 0.776
17 自分の行動傾向を理解できる 4.00 0.853 4.03 0.797
18 自分のストレスを解消できる 3.76 0.955 3.71 1.169
19 心身ともに適切な状態を維持できる 3.50 1.022 3.44 1.133
20 困難な状況に耐えることができる 3.68 1.007 3.65 1.203
21 自分を変革していくために努力できる 3.56 1.106 3.53 0.825
22 自分の行動に責任をもつことができる 3.79 1.038 3.82 0.834
23 同じ失敗を繰り返さず行動できる 3.18 1.029 3.24 0.819
24 自分が他者に与える影響を理解できる 3.65 0.917 3.62 0.888
25 相手の状況を汲んで行動できる 3.74 0.710 3.62 0.853
26 誰とでも協調性をもって接することができる 3.62 0.888 3.41 1.048
27 周囲の人と円滑な人間関係を築くことができる 3.71 0.760 3.50 0.961
28 適切な（相手・場面・時に応じた）身なりができる 4.21 0.687 4.06 0.736
29 適切な（相手・場面・時に応じた）あいさつができる 4.32 0.684 4.00 0.921
30 適切な（相手・場面・時に応じた）自己紹介ができる 4.15 0.744 3.82 1.058
31 適切な（相手・場面・時に応じた）文章のやりとりができる 3.79 0.808 3.38 0.985
32 適切な（相手・場面・時に応じた）話し方ができる 3.85 0.925 3.62 0.954
33 様々な体験を自分なりに受け止めることができる 4.12 0.640 3.79 0.770




































































表 6 「価値」の 4回目と 5回目の比較
4回目 5回目
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
35 利用者の人権尊重の具体的方法（権利擁護、苦情解決）を説明できる 2.71 0.757 2.76 0.883
36 ソーシャルワーカーとしての価値観や行動の基準を身につけるための努力ができる 3.56 0.918 3.36 0.981
37 支援やサービスの意義は個々の利用者によって異なることを説明できる 3.33 0.905 3.07 0.986
38
受けとめにくい利用者の言動・話題・行動・状況・場面などに、自分なりに向き合う
ことができる 3.42 1.011 3.49 0.869
39 利用者の人間性や尊厳を重視した関わりを追求することができる 3.58 0.866 3.33 0.953
40 利用者が追求している生き方や自己実現の方向性について考えることができる 3.40 0.809 3.29 0.920
41 その人らしい生活に必要な支援の意義について考えることができる 3.51 0.815 3.31 0.900








































表 7 「知識」の 4回目と 5回目の比較
4回目 5回目
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
43 社会全体のニーズと社会問題を説明できる 3.14 0.787 2.95 0.911
44 ソーシャルワークの専門性を説明できる 3.24 0.796 2.97 0.957
45 ソーシャルワーク実践とケアワーク実践、保育実践等との違いを説明できる 2.89 0.699 2.59 0.798
46 他職種とその役割・業務を説明できる 2.86 0.822 2.89 0.906
47 チームアプローチの方法を説明できる 2.68 0.818 2.78 0.947
48 社会福祉施設・機関の制度的成り立ちを説明できる 2.68 0.669 2.43 0.835
49 社会福祉施設・機関に関する統計的情報を説明できる 2.38 0.758 2.16 0.727
50 社会福祉施設・機関における社会福祉専門職の担う職務を説明できる 2.81 0.845 2.59 0.865
51 社会福祉施設・機関での援助に必要な知識を説明できる 2.81 0.776 2.57 0.835
52
社会福祉施設・機関での実践方法（相談援助・ケアマネジメント・介護・保育・ネッ
トワーキングなど）を説明できる 2.59 0.762 2.38 0.758
53 実習でかかわる施設・機関・地域・団体等の課題を説明できる 2.68 0.852 2.38 0.828
54 実習でかかわる制度上の課題や問題点を説明できる 2.68 0.709 2.38 0.721
55 支援の根拠となる法律について説明できる 2.73 0.871 2.49 0.901
56
実習でかかわる地域の特性（歴史、文化、人口動態、社会資源、住民福祉活動など）
を説明できる 2.89 0.936 2.54 0.836
57 実習でかかわる社会資源の状況（インフォーマルなものを含む）について説明できる 2.84 0.958 2.51 0.870
58 ニーズとは何かを説明できる 3.65 0.824 3.51 0.804
表 8 「技能」の 4回目と 5回目の比較
4回目 5回目
平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
59 面接において人の話を傾聴することができる 3.95 0.804 3.61 0.974
60 面接において感情を的確に返すことができる 3.37 0.852 3.16 1.079
61 面接において要約の技法を使うことができる 2.92 0.818 2.82 0.926
62 面接において質問を的確にすることができる 3.03 0.854 2.68 0.842
63 利用者のニーズをアセスメントできる 2.97 0.822 2.74 0.891
64 利用者の家族のニーズをアセスメントできる 2.89 0.798 2.63 0.913
65 ケースに関する事実を客観的・主観的の両側面からとらえることができる 3.18 0.834 2.84 0.886
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